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Abstract: We evaluated the effect市 eness of“ Nobody's Perfect"(NP),an educational program for par…

ents, in Taishi― cho. Few resources for child rearing are available in Taishi― cho despite the increasing

number of young couples and falnilieso We ilnplemcnted the NP program and found that it was highly

valued by participants. Facilitators theΠ LSelVes were positively in■ uenced by the progranl's effectiveness.

We conflnned that NP can effectively empower parents and selwc as an excellent resource for peer sup―

port。
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抄録 :太子町において親支援プログラム Nobody's Perfect(NP)を 展開 し,そ の評価を行 った。

太子町は,比較的若い世代,新興住宅が多いわ りに,子育て支援の場は少ない。今回 NPを実施 し

て,参加者から非常に高い肯定的評価を得, ファシリテーター自身にもファシリテー トしたことの達

成感 という良好な効果が実感できた。NPは 親 自身のエンパワーメントを高める効果 とピアサポー ト

効果にす ぐれていることを確認 した。

キーワー ド 親支援,プ ログラム,子育て, ノーバディズ 0パーフェクト

I は じめに

少子化が進行する中,各地で様々な育児支援が展開

されつつある。筆者らは平成 16年に東京学芸大学子育

て支援研究会を発足させ,そ の後,東京都小金井市を

中心に地域子育て支援を実践してきた。われわれのプ

ロジェクトは,東京学芸大学を拠点とし,児童精神医

1)甲
南女子大学看護 リハビリテーション学部

2)兵
庫県西播磨県民局県民生活部龍野健康福祉事務所保健指

導課
3)東
京学芸大学教育学部

学,発達心理学,幼児教育学,看護学などの多方面の

専門的視点から学際的アプローチによる地域密着型の

育児支援を展開することにその特徴がある。子どもの

健全な成長のためには,適切な環境と適切な養育者の

かかわり方が必要である。現代の子育て環境は,親が

子どもの発達を知り,子育てについて知る機会が乏し

い。これを解決するには,親にとっても学びが必要で

ある。われわれはその親の学びについて,カ ナダで開

発 された子育 て支援 プログラムである Nobody's

Perict(以下 NP)の展開に着目した。このプログラ

ムは原田ら
1)2)に よって2003年 から日本で実践されて

いるが,国内では比較的新しい試みであり,ま だ浸透
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しているとは言い難い。

2007年 4月 ,筆者は甲南女子大学看護 リハビリテー

ション学部の新設を機に兵庫県内に移り住むこととな

り,近辺での NPの 展開を考えるようになった。折り

しも保健師である共同筆者から, 自らが担当する地区

での NP展開の希望を聞き,約 1年間の準備期間を経

て実施の運びとなった。今回,兵庫県揖保郡太子町と

いうさほど大きくはないその町で,母子保健向上に寄

与する地域貢献活動を目指し,大学教員である筆者と

担当地区をこよなく愛する保健師が共同で行った NP

の実際について報告し,今後のこの地区の子育て支援

活動のあり方について考えてみたい。

Ⅱ 地 区概況

(1)太子町の概要

兵庫県揖保郡太子町は兵庫県の南西部に位置し,東

及び南は姫路市に,西及び北はたつの市に隣接してい

る。町の広さは東西約6。 4Km,南北約3.7Km,面 積22.

62m2で ぉぉむね平坦な土地からなる。また,瀬戸内

海式気候地帯に属し,年間を通して比較的温暖な気候

に恵まれている。

太子町域には,JR山 陽本線及び,国道 2号線,太

子竜野バイパス, さらに国道 179号線が通過 し交通の

要衝となっている。その立地条件によって,すでに早

くから播磨地区工業整備特別地域の一環として多くの

工場が進出し, これに伴い第 3次産業も主要道路を中

心に発展し,人 口伸長と周辺市町のベッドタウンとし

て都市基盤整備が進み,都市形態が整いつつある。今

後さらに播磨公園都市の整備充実など諸要件が進行す

ると共にその波及が期待され,益 々都市化が加速する

と予測されている。

兵庫県下において,郡部では播磨町の 3万 3,605人

に次いで人口が多い。また校区は4校区 (斑鳩・石海・

太田・龍田)あ るが,地域により旧村型と新興住宅地

との 2面性を併せ持っている。

(2)医療機関 (平成20年度 7月 末現在)

病院 1カ 所 (外科 0内科・歯科),診療所 16カ 所

(内科 7カ所,小児科  1カ 所,外科  3カ所,眼

科 2カ所,耳鼻科 2カ所,産婦人科  1カ 所),

歯科 14カ 所がある。

産婦人科は 1カ所あるが,婦人科が主である。分娩

は姫路市の医療機関を利用する者が多い。

(3)保健行政

母子保健については,町が主体となり事業を実施し

ている。太子町保健福社会館に保健師常勤 5人 (う ち

1名 は育休中),嘱託職員 2人 ,包括支援センター 2

人・ PT・ 事務職がいる。

管轄保健所は龍野健康福祉事務所 (龍野保健所)で

あり,た つの市・太子町の母子保健支援 (主にハイリ

表 1 地区別人口動態

地 区
人口 (平成19年 12月 末現在) 出生 低出生体重児 死 亡 自然増加 高齢化率

総数 男 女 (平成19年 1～ 12

太子町 34,049 16,887 17,362 389 189 17.2

(斑鳩) 6,545 3,194 3,351 37 17.3

(石海) 10,657 5,207 5,450 65 46

(太 田) 14,232 7,034 7,198 193 14.7

(龍 田) 2,615 1.252 1,363 23.2

表 2 年別人「l動態

年度
人 口 出生 低出生体重児 死 亡 自然増加 高齢化率 世帯数

総 数 男 女

平成 15年 33っ389 16,368 17,021 370 29 224 146 14.4 11,304

平成 16年 33,480 16,406 17,074 391 30 225 166 14.8 11,428

平成 17年 33,540 16,398 17,142 359 28 237 122 15.5 11,592

平成 18年 33,385 16,579 17.256 377 29 235 142 16。 3 11,830

平成 19年 34,049 16,887 17,362 389 45 200 189 17.2 12,026
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スク児や発達障害児,長期療養児等)・ 精神保健 0難   (4)人 口構成

病患者療養指導・感染症対策等を行っている。 地区別,年別の人口動態は表 1お よび表 2の とおり

である。出生率 (人口千対)は県平均の (19年 )8.8

表 3 太子町における健康作り事業 (平成 19年度)

項 目 事業名 対象 スタッフ 回数 参加者 備考

母子健康手帳交付 妊婦 随時 412

健康教育 母親教室 (1) 妊婦
歯科衛生士

保健師
6回 46

(2) 妊 婦
栄養士

保健師
6回 53

両親学級 妊婦とその夫 保健師 4回 48組

離乳食教室 離乳初期～完了期

栄養士

保健師
いずみ会

託児ボランティア

12回 118人

幼児食教室 食事に悩みのある幼児親子 5回
43人

(29家族)

幼児歯科教室 2才 6～ 7ヶ 月児
歯科医

歯科衛生士

保健師

6回 249
受診率

66.89イ

育児支援教室 (年長)
発達に問題の有る子と母・

育児不安のある母と子

保健師

保育士

心理士

家庭相談員

障害者相談員

ボランティア

12回
176人

(138組 )

(年少) 12回
203人

(174組 )

あとびっこ教室
保健師

栄養士
4回 H人

ッヽピー子育てセ ミナー 発達障害児の親 7回 45人

療育訓練 障害児

PT・ OT OST
心理士

音楽療法士等

実人員
97人

健康相談 まちの保健室 乳幼児とその親

保健師

看護師

ボランティア

12回 1416

乳児相談 7～ 8ヶ 月児

保健師

看護師

栄養士

歯科衛生士

12回 373
受診率

95。 29イ

健康診査 乳児健康診査 3～ 4ヶ 月児

医師

保健師

看護師

歯科衛生士

栄養士

12回 382
受診率
98。 79イ

1才 6ヶ 月児健康診査 1才 6～ 7ヶ 月児 同上 12回 356
受診率

93.99イ

3歳児健康診査 3才 5～ 6ヶ 月児 同上 12回 370
受診率

91.8%

訪問指導 妊産婦訪問

新生児訪問

乳幼児訪問
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に比べ H。4と多く,高齢化率・県平均 (19年 )21.3に

比べ 17.2と 低い。県下41市町のうちで38番 目に低 く若

い世代の多い町である。

(5)太子町における母と子の健康づくり事業

平成19年度の事業実績は表 3の とおりである。他に,

児童館・子育て学習センターにおいても親子遊び・子

育て相談等が行われている。

Ⅲ NPの 内容 と展開の実際

(1)実施時期と実施場所

2008年 5月末に参加希望者への事前面接を行い,そ

の後2008年 6月 12日 ～ 7月 24日  毎週 1回  2時間ず
つ計 7回のプログラムを太子町公民館あすかホールに

て実施した。

(2)NPの 概要
NPは , 0歳から5歳までの子どもを育てる親のた

めの,学習と支援のプログラムであり,「完璧な親な

んていない」との日本語訳がつけられている。このプ

ログラムは,東京と関西を中心に展開され始め,最近

では熊本,奈良,鳥取,静岡など地方にも広がりを見

せている 3)。 関西では2006年 度までにのべ 169回実施

され,1,879名 の親が参加したとの報告がある
4)。

NPは 1980年代はじめに, カナダ保健省と大西洋4

州の保健部局により開発され,1987年にカナダ全土に

導入された歴史あるプログラムである。 日本では,

2002年 にテキス トが翻訳され,NPプ ログラムを実践
するNPフ ァシリテーターの養成が始まり,筆者らは

日本でのファシリテーター研修を受けた。

現在の親が育った時代は,少子化がすすみ始めた時

期である。大人になり,子 どもを生むまでの間,乳幼

児と接する機会がほとんどなく,わが子を生んで初め

て子どもと接する親が多くなっている。このプログラ

ムは,参加者どうしのつながりを深めることにより,

互いに助け合って子育てをしてゆくことを学ぶ。参加

者である親自身が, 自分のやりかたで,安心 して, 自

信を持って子育てしてゆけるよう,参加者とファシリ

テーターがともにサポートしていく。10人前後のグルー

プで, 1回 2時間,週 1回で 6～ 10回連続で行うこと

を基本にしている。専門の研修を受けたファシリテー

ターが,プ ログラムを準備・企画・実施し,参加メン

バーの話し合いと交流を円滑にすすめていく役割を担

う。「ファシリテー ト」とは物事を「 しやすくする」

という意味であり, ファシリテーターは参加者たちと

対等な関係で親たちに好意と敬意をもち,さ らに一緒

に活動することを楽しむことも必要である。NPでは

2人のファシリテーターが共同でファシリテーション

を行い,実質的にも精神的にもたがいにサポー トしあ

うという特色がある。異質な個性を融合させることで

結果的に素晴らしいプログラムが生み出されるともい

われているが,準備段階では細かい事柄の検討を行い,

時間的にもかなりの労力を費やすことになる。

また NPは 親向け5)と ファシリテーター用の教材 6)

を備えている。カナダ版を三沢らが翻訳 し, このテキ

ストを基盤に実施する。テキストは「～しなさい」式

の回答をのせたマニュアルではなく必要な情報を提供

し, さまざまな悩みや問題にうまく対処できるよう手

助けするものであり,参加者はプログラム終了後もこ

のテキストを実際に使っているという。親用テキスト

の内容は 〈親〉,〈 しつけ〉, くこころ〉, くから

だ〉,〈安全〉の 5部構成である。プログラムの進行

はこのテキストに沿って行うわけではなく,あ くまで

も参加者のニーズに合わせた企画を行い,テキス トは

その参考として利用する。

NPプ ログラムの要点は,参加者である親自身が ,

自分のやりかたで,安心して, 自信を持って子育てし

てゆけるよう,参加者とファシリテーターがともにサ

ポー トしあいながら進行することである。

(3)NPの 目的とゴール

このプログラムの目的は,親が自分の長所に気づき,

健康で幸福な子どもを育てるための前向きな方法を見

出せるよう手助けすることにある。プログラムのゴー

ルは,「複数の親が集まって自分たちの生活や子ども,

親としての役割について,安心して考えられる場を提

供する」ことである
4)。 グループでの話 し合いを中心

に,参加者が楽しく効果的に,積極的にプログラムに

参加しながら学べるように,いろいろなアクティビティ

(学習活動)が用いられる。

(4)NPの 実施条件
このプログラムの実施条件

6)を まとめると表 4の と

おりである。今回報告する太子町 NPは この実施条件

を満たして実施 した。また NPは構造化されたプログ

ラムであるという特徴があるが,事前に面接すること

によって参加者のニーズの詳細を把握し,そ れを反映

することで,実施するグループごとに内容が多少異な

る。すなわち,対象者のニーズに基づいて展開するこ
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とでよリー層対象者に有益な学びとなるのである。

NPを 進行するファシリテーターの条件として日本

では,カ ナダ保健省公認の NPフ ァシリテーターの認

定機関である NP…Japanに よる特定の研修を受けねば

ならない。

(5)手続きと実施プログラムの内容

カナダにおけるNPでは,対象者は①若い親,②ひ

とり親,③孤立している親,④所得が低いまたは十分

な教育を受けていない親, とうい 4つの特徴のいずれ

かをもつ親とし,ア ウトリーチにより専門家から個別

に誘いかけをしている
7)。 しかし太子町 NP実施に際

しては,参加者の募集を一般公募とした。町の児童館

表 4 Nobody's Perfectプ ログラム実施条件

表 5 実施したプログラム

目的      l① 子どもの健康や安全, しつけなどについて学ぶ
②すでに持っている子育てスキルを高め,新たなスキルを習得し練習する
③自分の長所や能力に気づくことによって,親としての自信をつける
④学習しながら他の親と知り合ったり,楽 しんだりする
⑤他の親と助け合い,サ ポートしあえる関係を作る

回数      16～ 10回

期間      1原 則として毎週 1回

時間      12時 間程度

人数      110名 前後 (上限20名 )

対象      10～ 5歳の子どもを育児中の親

形態      10保 育を実施すること (子は別室で充分な託児者により保育する)
・参加者中心の観点から実施されること
O ESP(Empowennent,Satty,Panicipation)「力づけること」「安全であること」「参加すること」が保障さ

れていること

・NPの カナダ版日本語訳のテキス トを使うこと
・アクティビティ (グループを活性化させる活動)を使用すること
・最終回にプログラム評価のアンケー トを行うこと

ファシリテーター |グループでの話し合いを促進する役割をもち、正式に研修を受け認定されたファシリテーターが実施する。

全部の回を同じファシリテーターが行うこと

原則としてオブザーバーの参加は認めない

トピック アイディア

第

１
回

仲間作り,自 己紹介
共通点探 し

この集まりにおけるルール作り

好きなニックネームで名札作りをする

自分と他者の共通点を書き出す

第

２
回

子どもの生活習慣 (1)
特に食事について

食事に関する困りごと,
【体験学習サイクル】
グループごとに発表

エピソー ドについて各自絵を描 く。

第

３
回

子どもの生活習慣 (2)
睡眠,清潔について

2グループに分かれ,睡眠,
【体験学習サイクル】
グループごとに発表

清潔に関する困りごとを書き出す。

第

４
回

しつけ

子どもが悪さをしたとき

エピソー ドをとりあげ,ロ ールプレイ

第

５
回

子どもの気質について だだこねを経験 したエピソー ドをもとにロールプレイ

それぞれの子どもの気質について書き出す。

第

６
回

近所,マ マ友とのつきあい方 2グループに分かれ,困 ったときの具体的場面を書き出し,
ディスカッション。グループごとに発表。

【体験学習サイクル】

第

７
回

子どもの発達と遊び

お別れ会

参加証贈呈

2グループに分かれ,年齢ごとに沿った遊びを考えディスカッション。グループごとに発表。
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や子育て学習センターにチラシを配布し,希望者から

直接, ファシリテーターとなる筆者らに参加の申し込

みをしてもらい,そ の後の連絡を取り合った。そして

参加が決まった親たちとは事前面接を行い,対象グルー

プのニーズを把握してから具体的計画を立案した。さ

らに,毎回のセッション終了後には,フ ァシリテーター

間で約 2時間ずつのミーティングを持ち,セ ッション

の振り返りとともに次回のセッションの計画の見直し

をおこなった。そして実施途中において優先するテー

マが発生した場合は,プ ログラムの変更を行った。今

回実施を終えた具体的プログラムの内容は表 5の とお

りである。

NPは 体験を通 して学ぶという考え方に基づいてい

る。参加者に何をすべきか, どうするかを教えるので

はなく,参加者が体験を通して情報や洞察力を手に入

れ,学んだことを生活の様々な場面で応用できるよう

にする6)。 この体験を通して学ぶという作業のために,

NPでは「体験学習サイクル」 6)を 用いる。図 1の よ

うにまず体験を認識し,次にそれはどういうことか?

と問うことでその体験の意味と自分自身を関連付ける。

そしてこれからどうするのか ?を考え;体験から学ん
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認識 :

何が起きたのか?

それはどういうことか?

図 1 体験学習サイクル

表 6 NPの 1回のセッションの構造

応用 :

これからどうするのか?

鐸肇フヽ (IntrOduction)
Wclcomc(あ いさつと受け入れ)
アイスブレーキング

ルールの確認
チェック・ イン (1人 1言 )

主部前半 (The First Half of M西 n pa■ )

参加者のニーズにもとづく学習活動の前半部分

コーヒーブレイク

主部後半 (Thc Lattcr HJf of Main pa■ )

参加者のニーズにもとづく学習活動の後半部分

結び (Conclusion)

振り返り

だことを応用できるようにするのである。このように

体験を通して学ぶことにより, 自分の体験に対する意

識を高め,体験を理解する。そしてその結果, 自分の

行動に自信を増し,新たな洞察力を得てこれまでとは

違う対処のしかたができるようになる。

(6)セ ッションの構造

NPは 表 6の とおり, 1回につき 2時間のセッショ

ンにより進行する
3)。

各セッションにおいて雰囲気作りは大切で,ゆ った

りとした音楽を流し,飲み物や 1ロ サイズのお菓子を

準備し参加者を歓迎しながら迎え入れ,途中ではコー

ヒーブレイクをもち,グループが集う。グループの緊

張はときほぐされ,皆なごやかでリラックスした時間

を過ごすことができている。

(7)参加者とスタッフ

今回実施した太子町 NPの 参加者は29歳～44歳 まで

の 8名 の母親であり,子 どもの年齢は 8ヶ 月から4歳

であった。保育所を利用しているものや複数の子ども

を連れてくる回もあったが子どもの人数は多いときで

8人 ,少ないときで 5人であった。ファシリテーター

は全回を通して筆者と第 2筆者が行い,プ ログラム実

施中に子どもの託児を依頼した保育者は,保育または

育児経験のあるボランティアにより毎回 3-5名 を確保

した。

Ⅳ  プログラム実施後 の評価

加藤
8)は ,国内外の子育て支援プログラムとその評

価に関するレビューにより,国内において介入評価を

伴う活動の必要性を述べている。 しかしながら介入の

評価は容易ではない。現在のところ筆者らはプログラ

ム実施後の客観的評価について検討を続けているが,

まだその具体的評価方法にはたどり着いていない。そ

こで今回は,参加者からのプログラム実施後アンケー

ト結果とファシリテーター記録を読み取ることにより

その評価とした。

(1)参加者のアンケー トから

プログラム全 7回の実施後に参加者に対して無記名

のアンケー ト調査を行った。当日欠席した 2名 には郵

送にて調査用紙を送付し,最終的に参加者全員から回

収できた。その主な結果は以下のとおりであった。

①役に立ったテーマは何か (重複回答)

関連づけ :



全員が「子どものしつけ」を挙げた。また「ママ友 ,

近所づきあい」,「子どもの睡眠時間」がそれぞれ 1名

であった。 3名は「全てのテーマが役にたった」と答

えた。前述のごとく,プ ログラムの企画は事前面接に

基づいて行った。よって参加者のニーズにそっており,

また参加者に満足のいく内容であったと評価できる。

②プログラムに参加して考え方や行動の変化があったか

「子どもが泣いているとき,なぜ泣いているのかな?

など少し大きな心で接することができるようになった」,

「何か子どもがしたらす ぐに叱っていたけど,子 ども
の気持ちになって,一呼吸おき, 日を見て,行動を見

て,叱 るように心がけるようになった」,「子どもに対

してなんでこんなことするのかな ?と 考えるようにな

りました」などの記述があった。これはまさに,プ ロ

グラム中で行った体験学習サイクルが身についたもの

と思われ,参加者が子どもとのかかわりの中で気づき

を得たものと考えられる。

また「自分だけが悩んでいるわけでなく,みんな同

じように悩みを抱えているのがわかったので気が楽に

なった」,「他の人の子育ての仕方が参考になり実践し

てみた」などの記載から,NPに よる他者との関わり
からもたらされた効果も確認できた。

「感情的に怒ることが少なくなった」と, 自らの行

動を振り返る者もあった。

③日常生活や子育てについて,新 しく知った方法やや

り方があるか

「たくさんありますが,た とえば子ども同士のけん

かやおもちゃの取り合いに対する対応など」という具

体的な内容について知ることができたという記載のほ

かに「自分と違う見方,考え方を知り,よ り子どもに

深く接することができた」,「本目手をうやまうことで相

手の欠点を許せるということや, 自分ではおかしいと

思っていたことも違う視点でみればどうでもよいこと

だったりすることを学びました」など,他者の考え方

から学ぶという経験もしていることがわかった。

「子どもが問題行動を起こしたとき,『タイム』を

とる。子どもの気持ちを受け止めてあげた上で, して

ほしくないことを伝え,子 どもにどうしたらよいかを

考えさせる」との記述は,テキス トの内容を引用した

ものであるが, これまでにない子育ての方法として参

加者の記憶に残ったようである。

④プログラムでよかったこと,嫌だったこと

「良かったことは素晴らしい仲間に出会えたこと,

新しい子育ての考え方ができるようになったこと」,

「新しい仲間との出会いや悩みを共有 し,一緒に考え
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てくれることにより気持ちが晴れ晴れとしました」,

「いろんなことを本音で話 し合える “仲間"ができた

こと !」 などこのプログラムは母親たちの仲間づくり

の場となった。太子町は一部に新興住宅地があり,他

の市町村からの移住も意外に多い。就学前で同年代の

子どもをもつ母親が集う場は少なく,ま たご近所のよ

うなあまりに身近な存在であると子どもとのかかわり

や生活全般にわたる内容の話はじづらいだろうから,

この NPで話し合うことを目的とした仲間の存在は大

きかったものと思われる。

「最初と最後に 1人ずつ話をしますが,人に聞いて

もらうことが緊張でもあり,楽 しくもありました」と

の記述から,普段人前で話す機会のない参加者がある

程度の緊張感をもって皆の前で話し,ま たそれが楽し

くも感じられたとのことで, これもまたよい体験とし

て刻まれたようである。

嫌だったことの記載は見られなかった。

⑤友人にこのプログラムのことをどう話すか

「自分だけの時間で子育てや日常生活の悩みを話し

あえる場所があるよ」,「 自分の考え方と違う人もいる

のでいろんな考え方が聞けていい」,「子育てについて

ゆっくり考えられる時間と仲間が与えられ,精神的に

も満たされる貴重な場」,「いろいろおしゃべりができ

て日頃のス トレスが解消できるよ～,今 この時期の子

どもの成長を楽しく見守ることができる少しの余裕が

みえるかも～と」,「テーマに応じた内容を話し合い,

悩みとかも話すことで解決することもあるよ, と」な

ど全員から非常に肯定的な評価を得ることができた。

NPは保育をつけ,プ ログラム実施時間は親たちだけ

で話し合うことが原則であり特徴的でもある。子ども

と一時的にでも離れることはプログラム開始当初,か

なり母親たちの不安をかきたてた。しかし,保育の安

全性を確保しつつ実施することで,ま たわが子を保育

してもらった経験のある参加者の話を聞き,他者にわ

が子を預けるという体験もまた母親たちの育児体験に

必要だと実感したようである。そして,出産後幼い子

どもとずっと離れずにいた母親がはじめて「自分だけ

の時間」を過ごす機会と成り得た。初めは後ろめたい

気持ちもあった参加者が,親テキスト5)に ある「親だっ

て人間です, 自分の時間を大切に」と書かれた内容に

「はっとした。自分の時間をもっていいんだ」という

気持ちになったとの感想も聞かれ,よ うやく自分の時

間を考える余裕ができたと語った。「自分の時間をも

つ」ことは親自身が,い身ともに健康に過ごすためには

重要なことであるが,実際にはそれに気づかずに子育
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てに縛られる親も多くいる。今回の参加者の中からも

その声が聞かれ,完璧な親を目指して頑張り, 自らの

生活を犠牲にすることによリストレスを感じているの

では, と感じられるケースもあった。

⑥その他

「どうもお世話になりました。子育て思いっきり楽

しみながら毎日笑顔で過ごします」,「私自身,子育て

と同居が全 く同じ時に始まったため,いろいろ悩み,

ストレスを知らないうちにためる毎日でした。プログ

ラムのおかげで少し子育てに自信がもてるようになり,

周りがどう言おうと私の子育てをしていきたいと思え

るようになりました」など,参加者が子育てを楽しみ,

自信をもつことにつながっていくと実感したことが伺

えた。

(2)フ ァシリテーター記録から

NP実施に際しては,毎回のセッションごとにファ

シリテーターは記録をつけることが義務付けられてい

る。この記録をもとに今回のプログラムを振り返って

みたい。

・第 1回

「初回で緊張度が高かった。人前で話したことのな

い参加者がほとんどであり,そ の緊張をほぐす工夫が

今後必要と思った」

初回であり,参加者同士のつながりを意識した内容

を心がけたが,やはり緊張度の高さにどう対応するか

が課題であった。ファシリテーターとしての大きな役

割であることを実感した。

・第 2回

「参加者の話をよく聞こうとする分,時間配分がう

まくいかなかった。予測もしなかった内容を参加者が

話してくれたことで,別の参加者が参考にするヒント

を得,参加者自身が話して初めて気づいたという場面

があり,参加者を信じて NPを実施することの楽しさ

を感じた」

この場面では,予測していた内容とは違ったことを

参加者が話し始め, しかし結果としてそれが多くの参

加者のニーズを満たしたということで,思いもよらぬ

展開に驚きと楽しさを感じている。ファシリテーター

としても楽しむことができた場面であった。

また常にファシリテーターとして傾聴することを心

がけているものの,そ の分,参加者の話の腰を折り,

時間を区切ることが難しいと感ずることが多々あった。

ファシリテー トの手腕が問われる。

0第 3回

「育児について神経質に考えていた人が,仕方ない

よね, とか,子 どもってこんなもの, とかの意見を聞

き,あ らためて自分の子育てに力を抜いて,気楽に考

えようという気持ちになったとの感想があり,NP本
来の “完壁な親なんていない"と いう言葉を参加者が

実感していることをファシリテーターとしても感じる

ことができた」

参加者と共感しながらプログラムを進行することが

できはじめた頃であった。

・第 4回

「最後に 1人 1言の感想を言い合ったときに,テー

マとして取り上げるべき場面の話が出てきて, これは

次回に取り上げるテーマとすることになったのだが,

参加者のニーズや反応はどこで表現されるかわからな

いなぁと思った」

この回は,最後の時間に参加者からのニーズが表出

されたことで,次回のテーマを変更した。このように

NPで は柔軟な対応と企画が必要であった。

・第 5回

「だんだんと参加者がやり方に慣れてきたようで,

まとめながら会話をする場面がみられた。一方で話に

夢中になり,時間がたつのが早 く感じられ,十分に話

しきれていないと感じる場面もあった。参加者はこの

場で話をすることをとても楽しみにしているようであ

る。時間を区切ることは大切だが,参加者に十分な満

足感を与えることを考えると葛藤する」

1回のセッションが 2時間という限られた中で,参

加者が十分に話しきったと思わせることはとても難し

い。 しかし限られた時間だからこそ大切に,そ して次

回を楽しみにという気持ちも生まれるだろうから, こ

の時間の有効活用をできるようにファシリテー トする

ことの重要性を再認識した。

・第 6回

「参加者の話の流れを見はかりながら体験学習サイ

クルの次のステップを促し,時間通りに進行すること

ができた。ファシリテーターも参加者も学習の方法に

なれてきて,今 日は時間通りに進行できた」

NP展開の基礎の 1つである,体験学習サイクルは,

はじめのころはその展開が非常に困難であると感じた

が,だんだんと参加者のほうが慣れてきて,進行もス

ムーズになっていった。グループが成長してきたとい

えるだろう。

・第 7回

「あっという間に 7回が終了したという感じで,参

加者とともに名残
′
階しい気がしてならない。このグルー
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プにとっては,いろいろな学習活動を通しての参加者

同士のつながりが何よりも収穫だったようである。自

発的に連絡先の交換をしていて,今後自主的なグルー

プヘと発展する可能性がある」

最終回は多くの参加者から,こ のプログラムを同じ

グループでもっと続けてほしいという感想が聞かれる

ほど,名残惜 しい時間であった。NP以外の場でもつ

ながりを持ち続けることは,親たちのネットワークに

なる。そのことはすなわち,育児支援の資源となり得

るものであるから, 自主グループとして成長してくれ

ることは,喜ばしいことである。

V 今後の子育て支援活動のあり方

太子町における出産後の育児支援活動は,こ れまで

健診や相談活動の中から見つけた問題を抱えたケース

に対するアウトリーチが中心である。もちろんそれは

とても大切なことであり,多 くの育児支援活動がリス

クを抱えた親子を中心に行われていることは明らかで

ある9)。。 しかし,母親には育児に対する自信が揺ら

ぐ時期があり
H),問
題が顕在化していない親子たちへ

の支援もまた必要である。マンパワーや予算の問題も

あり,多 くの事業化は困難であろう。地域と大学とが

共同して実践活動を行うことで成果をあげる例 もあ

り0,兵庫県内にはH校 もの看護系大学が存在するこ

とから,地域と大学との連携を意図的に進めることで,

大学のもつマンパワーを活用することにも意義があ

る。。そうすることで親子が複数の選択できる育児支

援の場と手段が提供される可能性がある。また,若い

世代が比較的多く,新興住宅が増えているというこの

町の特色とも照らしあわせ,実際のこの地区の育児支

援ニーズは何であるのかを知った上で,具体的な支援

内容,方法を計画することも必要となる。また行政が

行う支援は複数の社会資源がネットワークを作りやす

くもあり,保健所,地域の児童館,保育所,子 ども支

援センターが組んで実践しているケースもある
19こ と

から,今後の対応を期待したい。

太子町 NPは参加者から多 くの肯定的評価を得るこ

とができた。参加者はわずか 8名 ではあるが,今回だ

けでなく回を重ね,参加者を増やすことでその効果を

さらに検証することも必要である。また母親たちは育

児に関わるネットワーク作りを求めているとの報告
1°

があるが,NPは支援の一助として, ネットワーク作
りのきっかけとなる場を提供することにおいても価値

があったと考えている。NP最終回において,参加者

が自主的な活動の意欲をうかがわせていたことから,

今後もこのグループのフォローアップを行うことで,

参加者らのネットワーク作りの強化を図りたい。そし

てフォローするにあたり,参加者らの自発的な活動へ

の移行も視野に入れ,ま たこのプログラムの長期的効

果にも着日しながら,グループを支えていきたいと考

えている。

NPプ ログラムの短期的効果として,柴田Dは精神

的健康度が向上し,育児不安感が減少したことを報告

している。NPに はそれだけの効果があるという手ご

たえを筆者自身も実感した。親たちが元気になること

は,今後の子育てにも影響する。そして相互作用とし

て子どもたちの健康増進にもつながる。また,親を育

てる支援の中でもNPに よる親自身のエンパワーメン

トは,入門的な性格を帯びているという1の。NPで な

ければならないというわけではないが,効果的なプロ

グラムを試行することによって地域全体が活性化され

るような波及効果も期待できるのではなかろうか。

近年の住宅事情や少子化により育児の孤立化が多く

の弊害を生んでいる。子育て支援プログラムの提供は,

子育ての「場」の提供でもあり,ま た「地縁」を復活

させる場にもなり得る。近隣のつきあいが疎遠となっ

ている昨今, このようなプログラム開催によって集ま

り,子育てという労と喜びを体験しつつ結びついた同

志であるからこそ成立する関係性はまたそのプログラ

ム運営の原動力ともなる。そしてその同志らが効果的

に作用しあうピアとなるためには,促進者もときには

必要であり,そ の一助ができれば幸いである。

Ⅵ おわりに

小さな試みとして太子町において NPを実践し,参

加者からの事後アンケー トとファシリテーターを努め

ての体験から, この地区における子育て支援において

NPの有効性を実感した。 しかしながら実のところは

参加者が生き生きとこの場で語る様子を見ながら元気

になっていたのは, ファシリテーターである筆者らの

ほうだったかもしれない。ファシリテーターとして身

につけたスキルはそれ以外の仕事や生活の場でも役立

つとの報告
6)が ぁるが,おそらく筆者らの生活自体に

も潤いをもたらした, このプログラムの普及を願い,

今後の活動を計画していきたい。

活動報告およびアンケー ト結果の公表については,

参加者に口頭説明を行い,承諾を得た。ご協力いただ
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